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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 13日 (2006.2.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら ， 静 止 系 と 等 速 直 線 運 動 系 と の 間 に 成 り 立 つ 時 空 間 の 関 係 式 に よ る 時 間 計 測 法
に よ り ， 相 対 論 に お け る い わ ゆ る 時 計 の パ ラ ド ッ ク ス （ 双 子 の パ ラ ド ッ ク ス と も い う ） 等
の 考 察 が な さ れ て い る ．
　 し か し ， 相 対 論 的 ド ッ プ ラ ー 効 果 （ 本 発 明 に お い て 相 対 論 的 ド ッ プ ラ ー 効 果 と は ， 相 対
論 の 諸 原 理 を 満 足 し ， 静 止 系 と 運 動 系 間 の 電 磁 波 に よ る 情 報 伝 達 の 遅 速 に 起 因 し た ド ッ プ
ラ ー 効 果 を 意 味 す る ） を 考 慮 し ， か つ 静 止 系 と 等 加 速 度 運 動 系 ま た は 重 力 場 内 の 静 止 系 と
運 動 系 と の 相 対 的 な 時 間 関 係 を 表 示 し た 各 種 方 程 式 に 関 す る 文 献 資 料 は 皆 無 で あ る た め ，
該 方 程 式 を 考 慮 に 入 れ た 相 対 論 に 関 す る 有 用 な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 は な
さ れ て い な か っ た （ 以 上 に 関 し て ， ） ．
【 非 特 許 文 献 １ 】 メ ラ ー 著 （ 永 田 恒 夫 ， 伊 藤 大 介 訳 ） 『 相 対 性 理 論 』 （ み す ず 書 房 ） 第 ｖ
ｉ ｉ ｉ 章 「 一 般 相 対 性 理 論 の 基 礎 」 ．
【 非 特 許 文 献 ２ 】 後 藤 憲 一 著 『 相 対 論 』 （ 共 立 出 版 ） 第 ７ 章 「 一 般 相 対 論 の 基 礎 」 ｐ ． ｐ
． １ ２ ４ － １ ２ ７ ．
【 非 特 許 文 献 ３ 】 藤 井 保 憲 著 『 相 対 論 』 （ 放 送 大 学 教 育 振 興 会 ） ｐ ． ｐ ． ８ ４ － ８ ６ ．
【 非 特 許 文 献 ４ 】 前 田 恵 一 著 『 ア イ ン シ ュ タ イ ン の 時 間 』 （ ニ ュ ー ト ン プ レ ス ） 第 五 講 「
双 子 の パ ラ ド ッ ク ス 」 ｐ ． ｐ ． １ ６ ９ － ２ １ ４ ．
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 ， 図 面 お よ び 数 式 を 参 照 し な が ら ， 実 施 例 も 兼 ね て こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良
の 形 態 に つ い て 説 明 す る ． ま ず 初 め に ， 本 発 明 と の 比 較 の た め に ， 等 速 度 運 動 系 の ケ ー ス
を 提 示 し た 後 ， 本 発 明 に 関 す る 実 施 の 形 態 の 説 明 を 行 う ．
　 い ま ， 互 い に 一 定 の 速 さ ｖ で 一 直 線 （ ｘ 軸 ） 上 を 相 対 運 動 し て い る 二 つ の 慣 性 系 を 考 え
る ． そ れ ら の 系 に お け る 空 間 座 標 と 時 間 座 標 を そ れ ぞ れ Ｓ （ ｘ ， ｙ ， ｚ ， ｔ ） ， Ｓ ’ （ ｘ

た と え ば 非 特 許 文 献 １ か ら ４ を 参 照



’ ， ｙ ’ ， ｚ ’ ， ｔ ′ ） と し ， 慣 性 系 Ｓ と Ｓ ’ の 空 間 座 標 の 原 点 が 一 致 し た 瞬 間 を そ れ ぞ
れ の 系 に お け る 時 間 座 標 の 原 点 に 選 ぶ ． こ の と き ， 相 対 性 原 理 と 光 速 度 不 変 の 原 理 に よ り
， ロ ー レ ン ツ 変 換 式 （ 数 １ ） が 導 出 さ れ ， ま た ， Ｓ ’ 系 の 原 点 に 時 計 が 設 置 さ れ て い る と
す る と ， 数 １ の 最 後 の 式 で ｘ ’ ＝ ０ で あ る の で 数 ２ が 得 ら れ る ． 数 ２ は 時 間 の 遅 延 効 果 を
表 わ す 式 と し て 知 ら れ る ． さ ら に ， Ｓ ’ 系 の 原 点 に 設 置 さ れ た 時 計 の 映 像 電 波 が Ｓ 系 の 観
測 者 に 届 く ま で の 時 間 を 考 慮 し て 数 ３ 及 び 数 ４ が 得 ら れ る ． 数 ３ お よ び 数 ４ は 相 対 論 的 ド
ッ プ ラ ー 効 果 を 考 慮 に 入 れ た 場 合 に 成 り 立 つ ｔ と ｔ ′ と の 関 係 式 で あ る ． こ こ で ，

．
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 数 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 数 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 数 ４ 】
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以 下 に
数 １ か ら 数 ４ を 示 す
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